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校長 神 谷 博 達  

振り返ると、あっという間の２学期でした。子供たちの学校生活を安定させながら、節目

の大切な行事を実現しようと様々な対策を講じてきました。気が付けば、授業時数や学習の

遅れを何とか取り戻し、子供たちと教職員が共に苦労を重ねて多くの成果を実感して、１８

日間となった冬休みを迎えようとしています。これも家庭や地域の皆さんのご支援の賜物と

感謝しています。 

 

今年は、新型の感染症が世界の人々の運命を大きく変えてしまいました。識者がさかんに

言っていた「将来の変化を予測することが困難な新しい時代」が一気にやってきた感があり

ます。しかし、そんな中であっても、子供たちは日々成長しています。先日、高学年の二計

測において身長計測を担当しました。そして、当たり前のことですが、全員が1学期より数

センチ伸びていることを自分の目で確かめました。これからも、心技体が猛スピードで発達

している子供たちに、人とのかかわりの中で教育活動を行い、よりよい成長の実現を目指し

ます。 

 

明日からは、子供たちにとって楽しみな冬休みとなり、家庭で過ごすことになります。昔

ながらに膝を突き合わせながらでも、現代流にネットを介してでも、仲間と知恵を出し合っ

て学習や仕事などを進めるためには、円満な人間関係を築くことが大切です。親子の絆を太

くし、心豊かに育つための土台づくりをお願いします。学校としても今後ますますの努力を

します。改めまして、２学期はいろいろとありがとうございました。 

皆さんお揃いでよいお正月をお迎えください。 
 

 

 

 

 

  

＜ 教育目標 ＞ 

心豊かで たくましく生きぬく  

実践力のある 人間の育成 

令和２年 12月 25 日 

第 １１ 号 

◆西陵中学校区で子どもに習慣化させたい 10項目◆ 

  １月の重点は…～学年×１０分以上の家庭学習をしよう～ 

 冬休み中も、宿題が終わったからといって何もしないでいると、せっかく２学期に勉強して頭

に蓄積したことが「忘却の彼方」へと追いやられてしまいます。 

…冬休み中は、ご家庭の一押し、二押しがとても大切なので、お力添えお願いいたします。 

改めて子供たちに教えましょう  早寝・早起き・朝ご飯 「脳と睡眠➂」 
寝ている間、脳は、浅い眠りと深い眠りを繰り返し、浅い眠りの時

に昼間に勉強したことや経験したことを復習し、記憶しています。 

眠りのリズムを整え、浅い眠りの回数を確保するためには、夜は部

屋を暗くしたり、音楽やテレビを消したり、スマホの電源を切ったり

することが大切です。そうしないと、寝るまでにした努力が無駄にな

ってしまいます。 



 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の予定 

１３ 水 ３学期始業式 （給食あり） 

学習サポート（14:30～15:15） 

１４ 木 図書返本週間（～19日） 
ＰＴＡ朝の交通安全指導（～18 日） 
4 年アイヌ学習で作成した新聞展示 
（アーニス２階 ～29 日） 

１８ 月 ３～6年6時間授業 

冬休み作品展（～21日） 

１９ 火 西陵中 新入生対象説明会 

こぐま号 下校指導 青少協挨拶運動  

２０ 水 おたすけ清掃 ３学期図書貸出開始 

児童会あいさつ運動 

２１ 木 清掃なし日課 

英検Jr.（５・６年希望者） 

２５ 月 児童委員会 青少協防犯パトロール 

２６ 火 清掃なし日課 ６年租税教室 

２７ 水 ３～６年６時間授業 

２８ 木 漢字検定（15:30～） 

２９ 金 清掃なし日課 

おめでとうございます！ 栗山正美先生 
支援員及びスクールサポートスタッフとして勤務されている栗山正美先生ですが、こ

の度ご結婚されたこと、そして３学期からは「岡田正美先生」と呼ばせていただくこと

をお知らせいたします。岡田先生、幸せなご家庭を築いてくださいね！ 

なお、3学期からは「岡田正美」先生と呼ばせ 

登別市社会福祉協議会のお力添えをいただきながら「体

の不自由な方」「目の不自由な方」「耳の不自由な方」につ

いて、講話や体験を通して理解を深めてきました。 

縄跳び発表会（短縄） 

出前福祉講座（５年生） 

子ども相談支援センター 

相談窓口のお知らせ 
 

いじめや不登校、体罰などの学校教育に関す
る悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する悩
みなど相談してください。 

 

●電話相談 

 ０１２０－３８８２－５６ 
（無料、毎日 24時間対応 ） 
 

●メール相談 

doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 

※急ぎの場合は電話相談を利用してください。 

 

●来所相談 

（10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。） 

子ども相談支援センター 

 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階 

※上記の電話相談で予約してください。 
  

※ センターのＷｅｂページに、「子ども相談支

援センターへの相談事例」を掲載しています。

次のＵＲＬからご覧ください。 

URL 

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ 

ssa/soudanjirei.pdf 

子ども相談支援センター 

相談窓口のお知らせ 

本当は保護者の方にもご覧いただく予定だった

「縄跳び発表会」。１分間スピード跳びでは、どの子

も最後まで粘り強く跳び続ける姿が、１分間技跳び

では、子供たちはいろいろな技を披露しました。ど

の学年も工夫を凝らした取組が見られました。 


